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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
（ Ａ ） 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 及 び 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム  
か ら 選 択 さ れ る 塩 類 下 剤 の 少 な く と も １ 種 、 及 び （ Ｂ ） プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を 含 有 し 、
成 分 （ Ａ ） が 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム の 場 合 、 （ Ｂ ） 成 分 の 含 有 量 は （ Ａ ） 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム １  
質 量 部 に 対 し て １ ０ ～ ２ ０ 質 量 部 で あ り 、
成 分 （ Ａ ） が 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム の 場 合 、 （ Ｂ ） 成 分 の 含 有 量 は （ Ａ ） 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ  
ム １ 質 量 部 に 対 し て ２ ～ ２ ０ 質 量 部 で あ り 、
成 分 （ Ａ ） が 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム の 場 合 、 （ Ｂ ） 成 分 の 含 有 量 は （ Ａ ） 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム １  
質 量 部 に 対 し て ０ ． １ ～ ５ 質 量 部 で あ り 、
成 分 （ Ａ ） が 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム の 場 合 、 （ Ｂ ） 成 分 の 含 有 量 は （ Ａ ） 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム １  
質 量 部 に 対 し て ０ ． １ ～ １ ０ 質 量 部
で あ る こ と を 特 徴 と す る 経 口 用 固 形 製 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
（ Ｂ ） プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ の 含 有 量 が 、 固 形 製 剤 全 体 に 対 し て １ ０ ～ ９ ５ 質 量 ％ で あ る 、  
請 求 項 １ に 記 載 の 固 形 製 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
（ Ａ ） 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム の 含 有 量 が 、 固 形 製 剤 全 体 に 対 し て １ ～ ９ 質 量 ％ で あ る 、 請 求 項
１ 又 は ２ に 記 載 の 固 形 製 剤 。
【 請 求 項 ４ 】

請求項の数　8　（全10頁）　最終頁に続く
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（ Ａ ） 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム の 含 有 量 が 、 固 形 製 剤 全 体 に 対 し て ５ ～ ４ ０ 質 量 ％ で あ る 、 請  
求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 固 形 製 剤 。
【 請 求 項 ５ 】
さ ら に 有 機 酸 を 含 む 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 固 形 製 剤 。
【 請 求 項 ６ 】
剤 形 が 口 腔 内 崩 壊 錠 、 チ ュ ア ブ ル 錠 、 素 錠 、 顆 粒 剤 、 又 は 散 剤 で あ る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず  
れ か に 記 載 の 固 形 製 剤 。
【 請 求 項 ７ 】
（ Ｂ ） プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ が 、 プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ 種 子 、 又 は プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ 種 皮 で  
あ る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 固 形 製 剤 。
【 請 求 項 ８ 】
（ Ａ ） 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 及 び 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム  
か ら 選 択 さ れ る 塩 類 下 剤 の 少 な く と も １ 種 、 及 び （ Ｂ ） プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を 含 有 し 、
成 分 （ Ａ ） が 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム の 場 合 、 （ Ｂ ） 成 分 の 含 有 量 は （ Ａ ） 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム １  
質 量 部 に 対 し て １ ０ ～ ２ ０ 質 量 部 で あ り 、
成 分 （ Ａ ） が 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム の 場 合 、 （ Ｂ ） 成 分 の 含 有 量 は （ Ａ ） 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ  
ム １ 質 量 部 に 対 し て ２ ～ ２ ０ 質 量 部 で あ り 、
成 分 （ Ａ ） が 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム の 場 合 、 （ Ｂ ） 成 分 の 含 有 量 は （ Ａ ） 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム １  
質 量 部 に 対 し て ０ ． １ ～ ５ 質 量 部 で あ り 、
成 分 （ Ａ ） が 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム の 場 合 、 （ Ｂ ） 成 分 の 含 有 量 は （ Ａ ） 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム １  
質 量 部 に 対 し て ０ ． １ ～ １ ０ 質 量 部
で あ る 経 口 用 固 形 製 剤 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
前 記 （ Ａ ） 成 分 、 及 び （ Ｂ ） プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を 混 合 す る 工 程 を 有 す る 、 前 記 固 形 製 剤  
の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 固 形 製 剤 に 関 し 、 不 快 味 を 有 す る 有 効 成 分 を 配 合 し た 優 れ た 服 用 性 を 有 す る  
製 剤 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム や 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 等 の 塩  
類 下 剤 は 、 大 腸 に お い て 水 分 の 吸 収 を 抑 制 し 、 腸 内 で 便 に 水 分 を 含 ま せ 膨 大 ・ 軟 化 さ せ る  
こ と で 排 便 を 促 す 作 用 が あ り 、 副 作 用 の 少 な い 緩 下 剤 と し て 広 く 用 い ら れ て い る 。 ま た 、  
医 薬 品 分 野 に お い て 制 酸 作 用 等 を 有 す る た め 、 制 酸 剤 や 胃 粘 膜 保 護 成 分 と し て 、 胃 腸 薬 、  
瀉 下 薬 、 か ぜ 薬 な ど の 経 口 内 服 薬 に 広 く 利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ビ サ コ ジ ル は 大 腸 粘 膜 に 直 接 作 用 し 、 腸 の ぜ ん 動 運 動 を 促 進 し て 排 便 を 促 す 瀉 下 剤 と し  
て 、 主 に 経 口 投 与 で 広 く 使 わ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。 経 口 投 与 で は 、 胃 内 で 分 解 さ れ て  
効 果 が 低 下 し た り 、 胃 粘 膜 に 無 用 な 刺 激 を も た ら す の を 避 け る た め 、 腸 内 で 溶 け る よ う に  
錠 剤 が コ ー テ ィ ン グ 等 さ れ た 腸 溶 製 剤 が 多 い 。 ま た 腸 溶 製 剤 の 場 合 、 胃 内 で ビ サ コ ジ ル が  
溶 け 出 す お そ れ が あ る た め 、 服 用 前 後 １ 時 間 以 内 は 制 酸 成 分 を 含 む 胃 腸 薬 の 服 用 や 牛 乳 の  
摂 取 を 避 け る こ と と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら の 有 効 成 分 は 広 く 使 用 さ れ て い る 一 方 で 、 特 有 の 不 快 味 （ 苦 味 、 塩 味 等 ） を 有 す  
る こ と が 報 告 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ 、 特 許 文 献 ３ ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 経 口 投 与 製 剤 の 不 快 味 は 、 そ の 服 用 感 を 損 な わ せ 、 服 薬 コ ン プ ラ イ ア ン ス を 低 下 さ せ る  
原 因 と な る （ 特 許 文 献 ４ ） 。 特 に 、 散 剤 、 顆 粒 剤 や 口 腔 内 崩 壊 錠 、 チ ュ ア ブ ル 錠 、 素 錠 等  
の 剤 形 の 経 口 剤 の 場 合 、 経 口 剤 の 成 分 と 舌 と の 接 触 が 多 く な る た め 、 不 快 味 に よ る 服 用 感  



10

20

30

40

50

JP 7634160 B2 2025.2.21(3)

の 悪 化 は 顕 著 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 今 ま で に 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 ビ サ コ ジ ル の 不 快 味 を 抑 制 す る 方  
法 は い く つ か 報 告 さ れ て い る 。 例 え ば 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム の 不 快 味  
抑 制 方 法 と し て は 、 ス テ ビ ア を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 服 用 感 、 風 味 及 び 後 味 の 改 善 さ  
れ た 経 口 用 組 成 物 が 得 ら れ た こ と が 報 告 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ５ ） 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ で  
は 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム や 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム の よ う な 塩 基 性 無 機 塩 類 の  
不 快 味 抑 制 方 法 と し て 、 乳 酸 塩 及 び ス ク ラ ロ ー ス を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 服 用 感 、 風  
味 及 び 後 味 の 改 善 さ れ た 経 口 用 組 成 物 が 得 ら れ た こ と が 報 告 さ れ て い る 。 ま た ビ サ コ ジ ル  
に お い て は 、 不 快 味 の マ ス キ ン グ 法 と し て 特 定 の 賦 形 剤 を 含 有 し た コ ー テ ィ ン グ 方 法 が 報  
告 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ６ ） 。 し か し 、 こ れ ら の 方 法 は 、 特 定 の 甘 味 剤 や 特 定 の 賦 形 剤 の  
使 用 が 必 須 に な る こ と 及 び コ ー テ ィ ン グ 工 程 を 必 要 と す る こ と か ら 、 原 料 コ ス ト の 増 大 や  
工 程 時 間 の 延 長 に な り 、 未 だ 検 討 の 余 地 が あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ７  -  5  5  9  6  9 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ６ - ２ ０ ４ ３ ５ ３ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ５ － ４ ２ ６ ３ ４ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ １ - ６ ４ ８ １ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 平 ９ － ５ ２ ８ ２ ７ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ０ - １ ２ ０ ９ ５ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 塩 類 下 剤 の マ グ ネ シ ウ ム 塩 又 は ビ サ コ ジ ル の 不 快 味 を 改 善 し た 固 形 製  
剤 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 上 記 課 題 を 解 決 す べ く 種 々 の 検 討 を 行 っ た 結 果 、 驚 く べ き こ と に 、 膨 潤  
性 下 剤 で あ る プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を 配 合 す る と 、 不 快 味 を 改 善 す る こ と が で き 、 さ ら に は  
口 腔 内 で の ざ ら つ き も 改 善 す る こ と を 見 出 し 、 服 用 性 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き 本 発  
明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、
（ １ ） （ Ａ ） 塩 類 下 剤 の マ グ ネ シ ウ ム 塩 、 及 び ビ サ コ ジ ル か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 少 な く  
と も １ 種 、 及 び （ Ｂ ） プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を 含 有 し 、
成 分 （ Ａ ） が 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム の 場 合 、 （ Ｂ ） 成 分 の 含 有 量 は （ Ａ ） 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム １  
質 量 部 に 対 し て １ ０ ～ ２ ０ 質 量 部 で あ り 、
成 分 （ Ａ ） が 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム の 場 合 、 （ Ｂ ） 成 分 の 含 有 量 は （ Ａ ） 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ  
ム １ 質 量 部 に 対 し て ２ ～ ２ ０ 質 量 部 で あ り 、
成 分 （ Ａ ） が 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム の 場 合 、 （ Ｂ ） 成 分 の 含 有 量 は （ Ａ ） 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム １  
質 量 部 に 対 し て ０ ． １ ～ ５ 質 量 部
で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 形 製 剤 、
（ ２ ） （ Ａ ） 塩 類 下 剤 の マ グ ネ シ ウ ム 塩 が 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 硫 酸  
マ グ ネ シ ウ ム 、 及 び 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 で あ る （ １  
） に 記 載 の 固 形 製 剤 。
（ ３ ） 成 分 （ Ａ ） が 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム の 場 合 、 （ Ｂ ） 成 分 の 含 有 量 は （ Ａ ） 炭 酸 マ グ ネ シ  
ウ ム １ 質 量 部 に 対 し て ０ ． １ ～ １ ０ 質 量 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） 又 は （ ２ ） に 記  
載 の 固 形 製 剤 、
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（ ４ ） （ Ｂ ） プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ の 含 有 量 が 、 固 形 製 剤 全 体 に 対 し て １ ０ ～ ９ ５ 質 量 ％ で  
あ る 、 （ １ ） ～ （ ３ ） の い ず れ か に 記 載 の 固 形 製 剤 、
（ ５ ） （ Ａ ） 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム の 含 有 量 が 、 固 形 製 剤 全 体 に 対 し て １ ～ ９ 質 量 ％ で あ る 、  
（ １ ） 、 （ ２ ） 又 は （ ４ ） の い ず れ か に 記 載 の 固 形 製 剤 、
（ ６ ） （ Ａ ） 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム の 含 有 量 が 、 固 形 製 剤 全 体 に 対 し て ５ ～ ４ ０ 質 量 ％ で あ  
る 、 （ １ ） 、 （ ２ ） 又 は （ ４ ） の い ず れ か に 記 載 の 固 形 製 剤 、
（ ７ ） さ ら に 有 機 酸 を 含 む （ １ ） ～ （ ６ ） の い ず れ か に 記 載 の 固 形 製 剤 、
（ ８ ） 剤 形 が 口 腔 内 崩 壊 錠 、 チ ュ ア ブ ル 錠 、 素 錠 、 顆 粒 剤 、 又 は 散 剤 で あ る （ １ ） ～ （ ７  
） の い ず れ か に 記 載 の 固 形 製 剤 、
（ ９ ） （ Ｂ ） プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ が 、 プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ 種 子 、 又 は プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ  
種 皮 で あ る 、 （ １ ） ～ （ ８ ） の い ず れ か に 記 載 の 固 形 製 剤 、
で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ り 、 塩 類 下 剤 の マ グ ネ シ ウ ム 塩 又 は ビ サ コ ジ ル の 不 快 味 が 抑 制 さ れ 、 服 用 感  
が 良 好 な 固 形 製 剤 の 提 供 が 可 能 と な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に お け る 塩 類 下 剤 の マ グ ネ シ ウ ム 塩 と し て は 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 水 酸 化 マ グ ネ  
シ ウ ム 、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 用 い ら れ る 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム は 、 日 本 薬 局 方 又 は 食 品 添 加 物 に 準 拠 し た 酸 化 マ  
グ ネ シ ウ ム で あ り 、 公 知 の 方 法 に よ り 製 造 で き る ほ か 、 市 販 の も の を 用 い る こ と が で き る  
。 本 発 明 の 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム の 含 有 量 は 、 服 用 性 の 観 点 か ら 、 本 発 明 の 固 形 製 剤 全 体 に 対  
し て 、 １ ～ ９ 質 量 ％ が 好 ま し く 、 ５ ～ ９ 質 量 ％ が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に お け る 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム は 日 本 薬 局 方 外 医 薬 品 規 格 又 は 食 品 添 加 物 に 準 拠 し  
た 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム で あ り 、 公 知 の 方 法 に よ り 製 造 で き る ほ か 、 市 販 の も の を 用 い る こ  
と が で き る 。 本 発 明 の 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム の 含 有 量 は 、 服 用 性 の 観 点 か ら 本 発 明 の 固 形 製  
剤 全 体 に 対 し て 、 １ ～ ５ ０ 質 量 ％ が 好 ま し く 、 ５ ～ ４ ０ 質 量 ％ が よ り 好 ま し く 、 ５ ～ ３ ３  
質 量 ％ が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 用 い ら れ る 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム は 、 日 本 薬 局 方 又 は 食 品 添 加 物 に 準 拠 し た 炭 酸 マ  
グ ネ シ ウ ム で あ り 、 公 知 の 方 法 に よ り 製 造 で き る ほ か 、 市 販 の も の を 用 い る こ と が で き る  
。 本 発 明 の 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム の 含 有 量 は 、 服 用 性 の 観 点 か ら 、 本 発 明 の 固 形 製 剤 全 体 に 対  
し て 、 １ ０ ～ ９ ０ 質 量 ％ が 好 ま し く 、 １ ２ ～ ８ ６ 質 量 ％ が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 用 い ら れ る 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム は 、 日 本 薬 局 方 又 は 食 品 添 加 物 に 準 拠 し た 硫 酸 マ  
グ ネ シ ウ ム で あ り 、 公 知 の 方 法 に よ り 製 造 で き る ほ か 、 市 販 の も の を 用 い る こ と が で き る  
。 本 発 明 の 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム の 含 有 量 は 、 服 用 性 の 観 点 か ら 、 本 発 明 の 固 形 製 剤 全 体 に 対  
し て 、 １ ０ ～ ９ ０ 質 量 ％ が 好 ま し く 、 ２ ０ ～ ８ ６ 質 量 ％ が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に お け る ビ サ コ ジ ル は 日 本 薬 局 方 に 準 拠 し た ビ サ コ ジ ル で あ り 、 公 知 の 方 法 に よ  
り 製 造 で き る ほ か 、 市 販 の も の を 用 い る こ と が で き る 。 本 発 明 の ビ サ コ ジ ル の 含 有 量 は 、  
服 用 性 及 び の 観 点 か ら 本 発 明 の 固 形 製 剤 全 体 に 対 し て 、 ０ ． ０ ０ ０ １ ～ １ 質 量 ％ が 好 ま し  
く 、 ０ ． ０ ０ ０ １ ～ ０ ． ８ ５ 質 量 ％ が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に お け る プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ は 、 種 子 、 茎 、 葉 、 根 等 、 使 用 部 位 は 限 定 し な い が  
、 膨 潤 性 瀉 下 成 分 （ サ イ リ ウ ム ガ ム ） を 多 く 含 む 種 子 が 好 ま し い 。 ま た 種 子 を 使 用 す る 場  
合 は 、 種 子 全 体 、 種 皮 の み の い ず れ を 用 い て も よ い が 、 種 皮 又 は 種 皮 末 が よ り 好 ま し い 。  
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プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ は 、 水 分 を 吸 収 し て 膨 潤 す る こ と に よ り 腸 壁 を 物 理 的 に 刺 激 す る と 共  
に 、 便 量 を 増 や す こ と で 瀉 下 作 用 を も た ら す も の で あ る 。 本 発 明 の プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ の  
１ 日 あ た り の 服 用 量 は 、 １ ０ ５ ０ ～ １ ０ ５ ０ ０ ｍ ｇ が 好 ま し く 、 ２ １ ０ ０ ～ １ ０ ５ ０ ０ ｍ  
ｇ が よ り 好 ま し い 。 本 発 明 の プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ の 含 有 量 は 、 瀉 下 作 用 を 発 揮 す る 観 点 か  
ら 、 本 発 明 の 固 形 製 剤 全 体 に 対 し て １ ０ ～ ９ ５ 質 量 ％ が 好 ま し い 。
　 本 発 明 に お い て 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム と プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を 配 合 す る 場 合 、 プ ラ ン タ ゴ ・  
オ バ タ の 配 合 量 は 、 ６ ０ ～ ９ ５ 質 量 ％ が 好 ま し く 、 ８ ４ ～ ９ ２ 質 量 ％ が よ り 好 ま し い 。 水  
酸 化 マ グ ネ シ ウ ム と プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を 配 合 す る 場 合 、 プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ の 配 合 量 は  
、 ４ ０ ～ ９ ５ 質 量 ％ が 好 ま し く 、 ５ ０ ～ ９ ４ 質 量 ％ が よ り 好 ま し く 、 ５ ５ ～ ９ ２ 質 量 ％ が  
さ ら に 好 ま し い 。 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム と プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を 配 合 す る 場 合 、 プ ラ ン タ ゴ ・  
オ バ タ の 配 合 量 は 、 ５ ～ ８ ５ 質 量 ％ が 好 ま し く 、 １ ０ ～ ８ ５ 質 量 ％ が よ り 好 ま し い 。 硫 酸  
マ グ ネ シ ウ ム と プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を 配 合 す る 場 合 、 プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ の 配 合 量 は 、 ５  
～ ８ ５ 質 量 ％ が 好 ま し く 、 １ ０ ～ ７ ７ 質 量 ％ が 好 ま し い 。 ビ サ コ ジ ル を 配 合 す る 場 合 、 プ  
ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ の 配 合 量 は 、 ７ ５ ～ ９ ０ 質 量 ％ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム と プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を 配 合 す る 場 合 、 プ ラ  
ン タ ゴ ・ オ バ タ の 配 合 量 は 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム の 不 快 味 抑 制 又 は 口 腔 内 で の ざ ら つ き 改 善  
の 点 か ら 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム １ 質 量 部 に 対 し て １ ０ ～ ２ ０ 質 量 部 で あ り 、 更 に 好 ま し く は  
１ ２ ～ ２ ０ 質 量 部 で あ り 、 よ り 好 ま し く は １ ２ ～ １ ７ ． ５ 質 量 部 で あ る 。
　 本 発 明 の 固 形 製 剤 に お い て 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム と プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を 配 合 す る 場 合  
、 プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ の 配 合 量 は 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム の 不 快 味 抑 制 又 は 及 び 口 腔 内 で の  
ざ ら つ き 改 善 の 点 か ら 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム １ 質 量 部 に 対 し て ２ ～ ２ ０ 質 量 部 で あ り 、 好  
ま し く は ２ ～ １ ６ ． ７ 質 量 部 、 よ り 好 ま し く は ３ ． ３ ～ １ ６ ． ７ 質 量 部 で あ る 。
本 発 明 の 固 形 製 剤 に お い て 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム と プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を 配 合 す る 場 合 、 プ  
ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ の 配 合 量 は 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム の 不 快 味 抑 制 又 は 及 び 口 腔 内 で の ざ ら つ  
き 改 善 の 点 か ら 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム １ 質 量 部 に 対 し て ０ ． １ ～ ５ 質 量 部 で あ り 、 好 ま し く  
は ０ ． １ ４ ～ ３ ． ５ 質 量 部 で あ る 。
本 発 明 の 固 形 製 剤 に お い て 、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム と プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を 配 合 す る 場 合 、 プ  
ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ の 配 合 量 は 、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム の 不 快 味 抑 制 又 は 及 び 口 腔 内 で の ざ ら つ  
き 改 善 の 点 か ら 、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム １ 質 量 部 に 対 し て ０ ． １ ～ １ ０ 質 量 部 で あ り 、 好 ま し  
く は ０ ． １ ～ ７ 質 量 部 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 ビ サ コ ジ ル と プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を 配 合 す る 場 合 、 プ ラ ン タ ゴ  
・ オ バ タ の 配 合 量 は 、 ビ サ コ ジ ル １ 質 量 部 に 対 し て １ ０ ５ ～ ５ ２ ５ 質 量 部 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 固 形 製 剤 に は 、 可 食 性 の 酸 と し て 有 機 酸 を 使 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ク  
エ ン 酸 、 コ ハ ク 酸 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 、 酢 酸 、 グ ル コ ン 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 酒 石 酸 、 フ マ ル 酸 、  
ア ジ ピ ン 酸 等 の 有 機 酸 が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら は 単 独 で 又 は ２ 種 以 上 を 組 み 合 わ せ て 用 い る こ  
と が で き る 。 な か で も ク エ ン 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 酒 石 酸 が 好 ま し い 。 こ れ ら 有 機 酸 の 含 有 量 は  
、 本 発 明 の 固 形 製 剤 全 体 に 対 し て 、 １ ～ ７ ０ 質 量 ％ が 好 ま し く 、 １ ～ ５ ０ 質 量 ％ が よ り 好  
ま し く 、 １ ～ ３ ０ 質 量 ％ が 更 に 好 ま し く 、 ２ ． ４ ～ ２ ７ 質 量 ％ が 最 も 好 ま し い 。
　 本 発 明 の 固 形 製 剤 は 特 に 制 限 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば 医 薬 品 、 医 薬 部 外 品 、 食 品  
等 が 挙 げ ら れ る 。 好 ま し く は 医 薬 品 、 医 薬 部 外 品 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 製 剤 に は 、 本 発 明 の 効 果 に 支 障 の な い 限 り 、 一 般 に 用 い ら れ る 種 々 の 添 加 剤 を  
含 ん で い て も よ い 。 こ の よ う な 添 加 剤 と し て 、 例 え ば 、 賦 形 剤 、 崩 壊 剤 、 結 合 剤 、 流 動 化  
剤 、 滑 沢 剤 、 酸 味 剤 、 発 泡 剤 、 甘 味 剤 、 嬌 味 剤 、 香 料 、 着 色 剤 、 界 面 活 性 剤 、 可 塑 剤 等 が  
挙 げ ら れ る が 、 不 快 味 の 観 点 か ら は 甘 味 剤 、 矯 味 剤 を 含 有 す る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 製 剤 の 剤 形 は 、 例 え ば 、 錠 剤 、 顆 粒 剤 、 散 剤 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら は 、 水 に 溶 か し て  
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服 用 す る タ イ プ の 固 形 製 剤 で あ っ て も よ い 。 本 発 明 の 錠 剤 に は 、 日 本 薬 局 方 の 製 剤 通 則 に  
規 定 さ れ て い る 口 腔 内 崩 壊 錠 、 チ ュ ア ブ ル 錠 、 素 錠 、 発 泡 錠 、 分 散 錠 及 び 溶 解 錠 が 含 ま れ  
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 固 形 製 剤 が 水 に 溶 か し て 服 用 す る タ イ プ の 固 形 製 剤 で あ っ て も 、 塩 類 下  
剤 の マ グ ネ シ ウ ム 塩 の 不 快 味 は 改 善 さ れ る 。 ま た 、 本 発 明 の 固 形 製 剤 が 、 口 腔 内 崩 壊 錠 や  
チ ュ ア ブ ル 錠 の よ う に 水 な し で そ の ま ま 服 用 す る 製 剤 、 あ る い は 口 に 含 め て か ら 水 と 一 緒  
に 飲 み 込 む 製 剤 の 場 合 、 口 腔 内 で の ざ ら つ き も 改 善 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 錠 剤 に 割 線 や 識 別 性 向 上 の た め の マ ー ク 、 刻 印 を 設 け る こ と が で き る 。 さ ら に  
、 本 製 剤 の 錠 剤 は 、 丸 錠 で あ っ て も よ い し 、 異 型 錠 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 本 発 明 に お い  
て は 、 味 を 感 じ る 観 点 か ら 、 口 腔 内 崩 壊 錠 、 チ ュ ア ブ ル 錠 、 素 錠 、 顆 粒 剤 、 散 剤 で 実 施 す  
る 意 義 が よ り 大 き い 。
　 本 発 明 の 錠 剤 に は 、 従 来 行 わ れ て い る 錠 剤 の 製 造 方 法 に よ り 、 製 造 す る こ と が で き る 。  
す な わ ち 、 本 製 剤 は 、 医 薬 有 効 成 分 と 上 述 の よ う な 添 加 剤 を 混 合 機 な ど の 適 当 な 混 合 機 で  
混 合 し て 錠 剤 用 混 合 末 を 製 造 し た 後 、 当 該 混 合 末 を 直 接 圧 縮 打 錠 す る 方 法 、 ま た は 、 顆 粒  
を 圧 縮 打 錠 す る 方 法 等 に よ り 製 造 す る こ と が で き る 。 顆 粒 の 製 造 方 法 は 、 乾 式 造 粒 法 （ ス  
ラ ッ グ 法 、 ロ ー ラ ー コ ン パ ク タ ー 法 ） 、 湿 式 造 粒 法 に よ り 製 造 す る こ と が で き 、 造 粒 装 置  
と し て は 、 ロ ー ラ ー コ ン パ ク タ ー 、 撹 拌 造 粒 法 、 流 動 層 造 粒 法 、 押 し 出 し 造 粒 法 、 転 動 造  
粒 法 、 噴 霧 造 粒 法 等 で 製 造 す れ ば よ い 。 錠 剤 用 混 合 末 ま た は 当 該 混 合 末 の 顆 粒 を 圧 縮 打 錠  
す る 機 械 と し て は 、 単 発 打 錠 機 、 ロ ー タ リ ー 式 打 錠 機 等 を 用 い る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 に 実 施 例 及 び 比 較 例 を 挙 げ 、 本 発 明 を よ り 詳 し く 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら 実 施  
例 等 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 製 剤 の 調 製 ）
（ 実 施 例 １ ～ １ ２ 、 比 較 例 １ ～ ８ ）
　 表 １ ～ ２ に 記 載 の 配 合 組 成 で 各 原 料 成 分 を 秤 量 し た 後 、 均 一 に 混 合 し た 。 混 合 物 と 適 量  
の 水 及 び エ タ ノ ー ル の 混 液 を 加 え 乳 鉢 で 練 合 、 造 粒 し た 後 、 十 分 に 乾 燥 さ せ た 。 そ の 後 全  
量 を 篩 （ 目 開 き ５ ０ ０ μ ｍ ） に 通 過 さ せ 造 粒 物 を 得 た 後 、 こ れ を ３ 包 分 と し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
＜ 服 用 性 試 験 ＞
　 実 施 例 １ ～ １ ２ 、 及 び 比 較 例 １ ～ ８ の 各 製 剤 に つ い て 、 専 門 パ ネ ル ２ 名 に よ る 官 能 評 価  
を 行 っ た 。
　 服 用 方 法 は 、 製 剤 １ 包 を 口 に 含 ん で か ら 水 と 一 緒 に 服 用 す る 方 法 （ 服 用 方 法 １ ） と 、 水  
に 溶 か し て か ら 服 用 す る 方 法 （ 服 用 方 法 ２ ） の ２ パ タ ー ン を 行 い 、 服 用 に は コ ッ プ １ 杯 の  
水 を 用 い た 。
　 服 用 方 法 １ に つ い て は 不 快 味 と ざ ら つ き の 評 価 を 行 い 、 服 用 方 法 ２ に つ い て は 不 快 味 の  
評 価 を 行 っ た 。 不 快 味 及 び ざ ら つ き に つ い て 、 下 記 に 示 す 判 断 基 準 に 従 っ て 評 価 を 行 い 、  
専 門 パ ネ ル の 平 均 値 を 算 出 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
＜ 不 快 味 ＞
０ ： 不 快 味 を 感 じ な い
１ ： 不 快 味 を わ ず か に 感 じ る
２ ： 不 快 味 を や や 感 じ る
３ ： 不 快 味 を 感 じ る
４ ： 不 快 味 を 強 く 感 じ る
＜ ざ ら つ き ＞
０ ： ざ ら つ き を 感 じ な い
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１ ： ざ ら つ き を わ ず か に 感 じ る
２ ： ざ ら つ き を や や 感 じ る
３ ： ざ ら つ き を 感 じ る
４ ： ざ ら つ き を 強 く 感 じ る
【 ０ ０ ３ ０ 】
 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 表 １ 】

【 ０ ０ ３ ２ 】
【 表 ２ 】

【 ０ ０ ３ ３ 】
　 表 １ ～ ２ に 示 す よ う に 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム １ 質 量 部 に 対 し て プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を 配  
合 し な い 製 剤 及 び プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を １ 質 量 部 配 合 し た 製 剤 で は 不 快 味 及 び ざ ら つ き が  
感 じ ら れ た （ 比 較 例 １ ～ ３ ） 。 こ れ に 対 し 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム １ 質 量 部 に 対 し て プ ラ ン  
タ ゴ ・ オ バ タ の 配 合 比 が ２ 質 量 部 で あ る 本 発 明 品 は 不 快 味 が 軽 減 し 、 ざ ら つ き も 軽 減 し た  
（ 実 施 例 ３ 、 ４ ） 。 ま た 、 製 剤 を 水 に 溶 か し て 飲 む と 不 快 味 は 全 く 感 じ ら れ な か っ た （ 実  
施 例 ３ 、 ４ ） 。 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム １ 質 量 部 に 対 し て プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ の 配 合 量 を ２ ５  
． ４ 質 量 部 ま で 増 量 す る と 、 不 快 味 は 改 善 さ れ た も の の ざ ら つ き が 生 じ た 。 さ ら に 、 服 用  
時 に 口 の 中 で 製 剤 が 一 塊 に な っ て し ま い 、 飲 み 込 む こ と が で き な く な っ た （ 比 較 例 ４ ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 表 １ に 示 す よ う に 、 ビ サ コ ジ ル に お い て も プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を 配 合 す る こ と に  
よ り 不 快 味 を 改 善 で き た （ 実 施 例 ５ 、 ６ ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム に つ い て 、 ざ ら つ き は い ず れ の 処 方 に お い て も ２ 以 下 で あ っ た が 、 不  
快 味 は プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ の 配 合 量 の 増 大 に 伴 い 軽 減 す る 傾 向 が 示 さ れ た 。 酸 化 マ グ ネ シ  
ウ ム １ 質 量 部 に 対 し プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を ３ ． ５ 質 量 部 配 合 し た 製 剤 及 び ９ 質 量 部 配 合 し  
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た 製 剤 は 、 両 者 と も 不 快 味 は 感 じ た 。 一 方 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム １ 質 量 部 に 対 し て プ ラ ン タ  
ゴ ・ オ バ タ を １ ０ 質 量 部 以 上 配 合 す る と 不 快 味 は 改 善 さ れ た （ 実 施 例 ７ ～ ９ 、 比 較 例 ６ ～  
７ ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 表 ３ 】

表 ３ に 示 す よ う に 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム １ 質 量 部 に 対 し て プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ を ０ ． ０ ７ 質  
量 部 配 合 し た 製 剤 で は 、 不 快 味 を 抑 制 す る こ と が で き な か っ た （ 比 較 例 ８ ） 。 こ れ に 対 し  
、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム １ 質 量 部 に 対 し て プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ の 配 合 比 が ０ ． １ ４ 質 量 部 以 上  
、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム １ 質 量 部 に 対 し て プ ラ ン タ ゴ ・ オ バ タ の 配 合 比 が ０ ． １ 質 量 部 以 上 、  
で あ る 本 発 明 品 は 不 快 味 が 軽 減 し 、 ざ ら つ き も な か っ た （ 実 施 例 １ ０ ～ １ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ 製 剤 例 ）
（ 製 剤 例 １ 、 ２ 、 ４ 、 ５ ）
　 １ ２ 錠 中 に 下 記 成 分 お よ び 分 量 を と り 、 日 局 製 剤 総 則 に 準 じ 製 造 し た 。
（ 製 剤 例 ３ 、 ６ ）
　 ６ 包 中 に 下 記 成 分 お よ び 分 量 を と り 、 日 局 製 剤 総 則 に 準 じ 製 造 し た 。
（ 製 剤 例 ７ 、 ８ ）
　 ２ ４ 錠 中 に 下 記 成 分 お よ び 分 量 を と り 、 日 局 製 剤 総 則 に 準 じ 製 造 し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 製 剤 例 を 以 下 表 ４ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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【 表 ４ 】

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 塩 類 下 剤 の マ グ ネ シ ウ ム 塩 又 は ビ サ コ ジ ル の 不 快 味 を 改 善 し た 固 形 製  
剤 を 提 供 す る こ と が で き る 。
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